
季節の花と漢方薬

第 2回 アロエ
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アロエは南アフリカ原産のユリ科の多肉植

物である。近年は葉の内部のゼリー状の部分

が食用とされるからイメージしやすいかと思

う。生の葉をとってみると断面に肉厚のゼリ

ーが見え すぐに黄色がかった透明の粘液が

しみだしてくる。この葉汁に薬用成分が含ま

れており,日 にするとひどく苦いため,「ア

ロエゼリー」のつもりで生の葉をかじるとと

んでもない日にあう。この液汁を集めて乾燥

させると黒～褐色の塊となり (写真右).こ

れを生薬として用いる。

アロエを薬用とするのはヨーロツパの伝統

医学の方が先で.1世 紀ごろ著された薬物書

である 『デイオスコリデス薬物誌』には 下

剤や健胃薬として内月Rし,あ るいは傷やおで

きなどに外用して用いると記されている。ヨ

ーロッパの医学では異常な体液を排除するこ

とが目標になることがあるので,粘 液状の生

アロエの生薬71は「蔵曽Jてあつ

う 「ロカイJと 読むが 「ロエ」

と読むこともある.あ るいは呉I

で読むと 「ルエ」.ア ロエを計訳

したと考えられている.

薬であるアロエは体液に近い性状を持つとし

て非常に重視された。

アロエが中国に入ってきたのは やや遅れ

て唐末から宋代にかけてで 日本にもほどな

く伝えられたと考えられる: ド却lとしての利

用のほか 清熱薬 小児の■の虫の葉として

も用いられている.こ れは 東洋医学では

「苦J味 は 「寒Jの 性質を持ち 小児の■に

は 「虫下しJと して下剤が用いられることに

よるためで, アロエの利用法に東洋医学的な

解釈が加わったと考えられる:ま た 東洋医

学では,処 方を煎じ菜として調製するのが一

般的であるが,ア ロエを含む処方は九薬の形

をとることが多い。おそらくは アロエには

粘液が含まれるため,生 葉をまとめて九薬の

形に製するのに適していたのであろう:

明治に入り,我 が国で医学 薬学が近代化

のきざしを見せてからもアロエは重要な生薬

であった。日本薬局方には明治19年に公布さ

れた初版から収載されている:た だし ここ

では当時のヨーロッパ医学をもとに もっぱ

ら下剤として用いられている:成 分研究もお

こなわれるようになリ アントラキノン系の

誘導体が下剤の薬効を示す主成分であること

が明らかになっている。

一方.か つてはアロエを栽培して 民間薬

として利用していた家庭がたい

そうあった。虫刺されや火傷

切り傷などに 生の葉の曳をむ

いてゼリー状の部分をおしあて

ておくと炎症が引き 治りがは

やい。アロエには
~医
者いら

ず」といった別名もある,ア ロ

エについては内服葉に比べて外

用薬としての効果を研究した例

が少ないと言える:今 後の研究

によっては 民間葉に見られる

利用法が見直される日も来るで

あろう。
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